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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月25日(2016.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低温冷却及び真空気密型赤外線画像検出器の解像度を向上させるための装置であって、
　マトリクス状に配置された感光性ピクセルの２次元検出器アレイであって、前記検出器
アレイは曲線因子値を有し、前記検出器アレイは、画像シーンの複数の画像サンプルを取
得するために前記画像シーンに逐次的に晒される、２次元検出器アレイと、
　前記検出器アレイと統合され、かつ前記検出器アレイと前記画像シーンとの間に配置さ
れたマスキングフィルタであって、前記マスキングフィルタは、前記感光性ピクセルの各
々のアクティブ領域の一部を遮蔽するように作動し、それによって前記検出器アレイの曲
線因子値を曲線因子減少量だけ減少させ、それによって、前記画像シーンのピクセル領域
のサブ領域のみが前記検出器アレイの対応する遮蔽されたピクセルにおいて画像化される
、マスキングフィルタと、
　前記マスキングフィルタと前記画像シーンとの間に配置された光学素子であって、前記
光学素子は、前記マスキングフィルタを介して前記検出器アレイに前記画像シーンを向け
るように作動する、光学素子と、
　前記曲線因子減少量に対応し、かつ遮蔽された感光性ピクセルの遮蔽されていないアク
ティブ領域よりも小さいシフトインクリメントによって、前記画像サンプルの各々の間に
おいて前記検出器アレイに対して前記画像シーンを逐次的にシフトするためのシフト手段
であって、前記検出器の各遮蔽された感光性ピクセルは、前記画像サンプルにおける部分
的に重なるサブ領域を受け取る、シフト手段と、
　取得された画像サンプルから画像フレームを再構成するために作動するプロセッサであ
って、再構成された画像フレームは、前記曲線因子減少量によって定義された因子によっ
て、前記検出器に元来備わっている解像度よりも大きい解像度を有する、プロセッサと、
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を備える、装置。
【請求項２】
　前記画像シーンの複数の画像サンプルの数は、前記曲線因子減少量に対応する、請求項
１に記載の装置。
【請求項３】
　前記シフト手段は、前記マスキングフィルタ及び前記検出器アレイに対して前記光学素
子の位置を変えることによって、前記マスキングフィルタに対して前記画像シーンの光路
をシフトする、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記シフト手段は、前記光学素子に対して前記マスキングフィルタ及び前記検出器アレ
イの位置を変えることによって、前記マスキングフィルタに対して前記画像シーンの光路
をシフトする、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記検出器の光学素子のｆ値は、前記曲線因子減少量に対応する因子によって減少され
る、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記検出器は、１－１５μｍの波長域内で作動する、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記検出器は熱画像検出器である、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　マトリクス状に配置された感光性ピクセルの２次元検出器アレイを備える、低温冷却及
び真空気密型赤外線画像検出器の解像度を向上させるための方法であって、前記検出器ア
レイは曲線因子値を有し、前記方法は、
　画像シーンの複数の赤外線画像サンプルを取得するために、前記検出器アレイを前記画
像シーンに逐次的に晒す手順と、
　前記検出器アレイと統合されたマスキングフィルタを介して、前記画像サンプルの各々
について前記感光性ピクセルの各々のアクティブ領域の一部を遮蔽することによって、前
記検出器アレイの曲線因子値を曲線因子減少量だけ減少させる手順であって、それによっ
て、前記画像シーンのピクセル領域のサブ領域のみが、前記検出器アレイの対応する遮蔽
された感光性ピクセルにおいて画像化される、手順と、
　前記曲線因子減少量に対応し、かつ遮蔽された感光性ピクセルの遮蔽されていないアク
ティブ領域よりも小さいシフトインクリメントによって、前記画像サンプルの各々の間に
おいて前記検出器アレイに対して前記画像シーンを逐次的にシフトする手順であって、前
記検出器の各遮蔽された感光性ピクセルは、前記画像サンプルにおける部分的に重なるサ
ブ領域を受け取る、手順と、
　取得された画像サンプルから画像フレームを再構成する手順であって、再構成された画
像フレームは、前記曲線因子減少量によって定義された因子によって、前記検出器に元来
備わっている解像度よりも大きい解像度を有する、手順と、
を備える、方法。
【請求項９】
　前記曲線因子減少量に対応する因子によって前記検出器の光学素子のｆ値を減少させる
手順を更に備える、請求項８に記載の方法。


	header
	written-amendment

